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研究成果の概要（和文）：　胎児期の化学物質曝露が出生児に及ぼす影響を調べるために、2003年より調査を継
続してきた。2010年から2013年に7歳児の知能検査を実施したが、2011年に東日本大震災が発生し、対象地域は
甚大な被害を受けた。震災前に知能検査を実施した子と、震災後に実施した子のIQを比較すると、震災後に実施
した子のIQが低かった。本研究では、震災から5年後に知能検査を実施し、震災がIQに及ぼす影響を調べた。
　震災から5年後のIQは、震災前の子と震災後の子の間に差異は観察されなかった。ただし、震災影響が継続し
て観察されたのか、キャッチアップしたのか判別できないことから継続して観察が必要と思われる。

研究成果の概要（英文）： The study has been ongoing since 2003 to clarify the effects of prenatal 
chemical exposure on the birth child. Intelligence tests of 7-year-old children were conducted 
between 2010 and 2013. The Great East Japan Earthquake struck in 2011, causing extensive damage to 
the study area. Therefore, the participants were divided into two groups: those who underwent 
intelligence testing before the earthquake and those who underwent it after the earthquake. A 
comparison of IQs between the groups showed that the children who were administered after the 
disaster had lower IQs. An intelligence test was conducted five years after the disaster to 
determine the effect of the disaster on IQ.
 There was no difference in IQs, five years after the disaster between the pre- and post-quake 
groups. However, since it is not possible to clarify whether the effects of the earthquake were 
continuously observed or caught up, continued observation is likely to be necessary.

研究分野：環境保健
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　我々は、震災前に知能検査を実施した群と震災後に知能検査を実施した群を比較したところ、震災後群でIQが
低かったことを報告した。震災から5年後に、同じ対象者に知能検査を再度実施し、継続して震災の影響が観察
されるのか、この5年でキャッチアップしたのかを調べた。5年後のIQには差異は観察されなかったが、その理由
までは調べることができなかった。今後の震災後の心理支援のあり方を検証する基礎的な知見が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 我々は、胎児期における化学物質曝露が出生児の発達に及ぼす影響を調べる出生コホー
ト調査を2003年より進めている。その中で、対象児が7歳になった2010年から2013年の間
に知能検査（WISC-III）を実施した。7歳児を対象とした調査を進めている途中の2011年
に東日本大震災が発生し、調査の対象地域では地震及び津波の甚大な被害を受けた。それ
によって、震災前にWISC-IIIを実施した対象児（震災前群）と震災後に実施した対象児（震
災後群）が発生した。7歳児のIQについて震災前群と震災後群を比較したところ、震災後群
の言語性IQが低下することが明らかとなった（Tatsuta et al. J Pediatr 2015; 167: 
745-751）。PTSDと診断された子どもたちは言語性の能力が影響を受けることが多いという
先行研究とも一致する結果が得られた。以上より、自然災害は子どもの健全な発達を阻害
する要因 になり得ると考えら
れた（図1）。 
 PTSDの影響については、
数年継続して観察されること
や、数年後にフラッシュバッ
クすることなどが報告されて
いるものの、子どもの IQ へ
の影響に関する知見は我々が
知る限りは存在しない。そこ
で、7 歳のときに観察された
震災の影響はいつまで観察さ
れ続けるか、のちの子どもた
ちの育つ環境や教育環境によ
ってキャッチアップされるの
か、不明なことが多い。 
 
２．研究の目的 
 大きく以下の3点を目的とする。1）7歳時に認められた震災前群と震災後群のIQの差異が
12歳時にはどのように変化するかを検証する。2）罹災状況や震災後ストレスがIQに及ぼす
影響を検証する。3）これまでに収集してきたデータを用いて、IQの低い子どもの特徴を横
断的に検証する。 
 我々は、図2に示すような作業仮説を設けた。震災前群の子どもたちも、WISC-IIIを受け
た後に東日本大震災を経験している。そのため、震災前群の子どもたちも震災の影響を受
けてIQが低下し、震災後群と差がない可能性（仮説1, 図2）、もしくは、震災後群の子ど
もたちのIQがこの数年でキャッチアップしたために震災前群と差がない可能性（仮説2, 図
2）が考えられ、両群間の差異が消失すると予想する。 

 
３．研究の方法 
対象：我々は、2003年より妊娠22 週目の女性よりインフォームドコンセントが得られた
749組の母子を対象に出生コホート調査を継続してきた。 
方法：具体的な調査の内容は以下の3点である。 
１）12歳児を対象にWISC-IV を実施する。 
２）罹災状況や震災後ストレスと IQの関連性を調べるために、質問票を実施する。 
３）これまでに収集してきた出生時からのデータを用いて、IQが低くなった子どもの特徴
を調べる。 
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統計学的な差が認められた。
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(Tatsuta et al. J Pediatr 2015; 167: 745-751) 

図1 震災前群と震災後群の7歳時のIQの差異

図2　 作業仮説 
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４．研究成果 
（1）対象母子の基
本属性 
 対象母子の基本属
性の結果を表 1に示
す。震災前群と震災
後群を比較すると、
震災前群の妊娠中の
飲酒歴が多い傾向が
認められたが、統計
学的に差が認められ
た変数は存在しなか
った。 
 このことから、登
録した当時は、震災
前群と震災後群は同
じような集団であっ
たと考えられた。 
 
（2）12歳時の知能検査結果の震災前群と震災後群の比較 
 震災後群と震災前群の
知能検査（WISC-IV）の
結果を共分散分析から比
較した（表 2）。その結果、
いずれの得点においても
震災前群と震災後群で有
意な差異は観察されなか
った。 
 
（3）実施した知能検査
の種類の違い 
 7 歳の調査時に実施し
た検査は WISC-III であ
ったが、12歳の調査時に
はWISC-IVを実施した。
知能検査や発達検査など
は、時代の変化とともに
改訂される。我が国では、
WISC-IIIは1998年に出
版されてきたが、2011
年にWISC-IVが出版された。WISC-IIIと WISC-IV では評価項目が変わっており、7歳
のときに有意な差異が認められた言語性 IQという評価項目がWISC-IVには存在しないこ
とから単純な比較が難しくなった。以上より、研究を計画した当時の仮説が 1なのか 2な
のかは判断することは困難となった。 
 
（4）IQに関連する要因の検討 
 IQに関連する要因を重回帰分析により検討した結果、Ravenの得点および EESの得点
が関連することが示された。Raven’s standard progressive matricesは母親の推理能力を
調べている。Evaluation of environmental stimulationとは子どもを取り巻く子育ち環境
を調べている。これらの得点が関連したということは、震災後は日常を取り戻すことは難
しくても、できるだけ早く安心できる子育ち環境、教育環境を整えることが重要であると
考えられた。 
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